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大磯丘陵南部地域の層序とその地質年代

および堆積環境

矢　　野
‾占■＊
子

Stratigraphy，DepositionalEnvironments and Geologic Ages ofthe

Southern Part of the Oiso Hills，Kanagawa Prefecture

Susumu YANO＊

The stratigraphy of the marine sequencesin the southern part of the Oiso Hills，

Kanagawa Prefecture，is described．The hills consist of thick marine sequences of

VOIcaniclastic sediments，deep－Sea COnglomerates，upper Slope siltstone，fluvio－deltaic

Sedimentsandshallowmarinedeposits．Thesequencesaredevidedintosevenformations

and three members：Yato Formation，TsuruglZaWa Formation，Takatoriyama Forma－

tion，Maekawa Formation，Haneo Formation，Ninomiya Formation，and Numashiro

Formation；andKouzuConglomerateMember，MyokenSandstoneMember，andFudou－

SanConglomerateMember．

The oldest Yato Formation consists of tuffaceous pebbly sandstone and tuffaceous

Siltstone．ThegeologicageofthisformationisassignedtotheUpperMiocene（Nannozo－

ne；CN9）from the microbiostratigraphy．The Tsurugizawa Formation，Which may

COrreSpOnd to the Yato Formation，is composed of tuff breccia and tuffaceous pebbly

Sandstone，The Takatoriyama Formation overlying the Yato Formation，COnSists of

Subangularboulderconglomerate．Thisconglomeratemaybedepositedinthedeep－Sea

enviroIment．

The Maekawa and Haneo Formations overlie the Miocene formations．　These two

formationsaremainlycomposedofthealternationofsiltstoneandvoIcanicashlayers．

Theseclasticsedimentswereassumedtobedepositedonthecontinentalslope，aSinferred

fromthebenthitforaminiferalpaleobathymetry．ThegeologlCageOftheseformationsis

COnSideredtobethemiddlePleistocerTe．Thecoldwaterspeciesofforaminiferaoccurin

the Haneo Formation．

TheNinomiyaFormationiswidelydistributedintheHill，andshowsanunconformable

relationship with the underlying formations．Fluviodeltaic conglomerate（Kouzu Con－

glomerate Member）is distributedin the western part of the hill．This conglomerate

Showsintertongued relation with sandy siltstone which contains alot of carbonaceous

mattersin the northern part．The eastern part of this formationis composed of fine
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sandstoneandsiltysandstone．Theyweredepositedintheoutersublittoralenvironment．

TheeasternendofthisformationabutsontheunderlyingTakatoriyamaFormation．

Rocky shore may have been distributed at the time of depositionin this area．The

geologicageoftheformationistheupperPleistocene（0．5－0・3Ma）・

The Numashiro Formation covers unconformably the Ninomiya Formation．This

consistsofsiltysandstone．Thisformationwasdepositedintheinnersublittoralenviron－

ment．Fluvio－deltaicconglomerate（FudousanConglomerateMember）wasalsodistribut－

edinthewesternpartofthisformationasintheNinomiyaFormation．Theconglomerate

and silty sandstoneinterfinger with each other．The geologiC age of the Numashiro

FormationisassignedtotheuppermostPleistocene（0．27Maandafter）．

Ⅰ．は　じ　め　に

大磯丘陵は相模湾の北西岸に面し，丹沢山地の南

に位置する．本丘陵は主として礫岩，砂岩，砂質泥

岩，泥岩，火山灰層から構成されている（Fig．1）．大

磯丘陵の地質の特徴は，西側に隣接する富士，箱根

火山などから供給された多量の火山砕屑物が広く分

布していることである．また，丘陵の西のへりには

関東地震の際に，主断層として活動したといわれる

国府津一松田断層が存在し，本地域全体が地殻変動

の激しい場所として知られている．

本丘陵の地質は大塚（1929），小島（1954）の全域に

わたる層序学的研究をはじめとして多くの研究がな

されているが，最近はローム層を中心とした研究が

特に盛んである（関東第四紀研究グループの一連の

仕事）．しかし，ローム層より下位の海成層について

の研究は充分とはいえず，その基本となる層序，地

質年代，堆積環境についてはいまだに不明な点が多

い．

筆者は大磯丘陵に分布する海成層の層序を，介在

するテフラを追跡することによって確立し，また産

出微化石を検討して地質年代，堆積環境を明らかに

することを目的として調査をおこなった．

ⅠⅠ．地　質　概　説

大磯丘陵の構成層は下位に固結した含礫凝灰質砂

岩・凝灰質泥岩・角礫凝灰岩が分布し，その上位に

亜角礫岩・砂質泥岩・礫岩・砂岩・泥質砂岩が不整

合に重なる．これらの地層を岩相層序学的に下位よ

り谷戸層・剣沢層・鷹取山層・前川層・羽根尾層・

二宮層・沼代層と区分した（Figs．2，3）．各層は一般

にEWの走向，100Nの傾斜をもち，南から北に向

かって，より上位の地層が分布する．また，前川・

羽根尾・二宮・沼代の各層には多数の火山灰層が挟

在する．そのうち羽根尾層以上の地層に挟在する11

枚の火山灰層は鍵層としてよく追跡できる（Table

l）．

Fig．1調査位置図．
Map showlng the area studied・
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Fig．2　模式柱状図．

SchematicstratigraphicsuccessionintheOiso Hills．

ⅠⅠⅠ．地　質　各　論

A．谷戸層（YatoFormation）

命名：石黒（1974）．大塚（1929），小島（1954），大

庭・是枝（1973）の鷹取山層の一部に相当する．

模式地：二宮町谷戸，吾妻山．

層厚：500m十

分布：模式地の吾妻山のほか，鷹取山，二宮町山

西密厳院，小田原市羽根尾付近に点在する．

岩相：固結度の高い凝灰角礫岩，含礫凝灰岩，含

礫凝灰質砂岩，凝灰質泥岩からなる．模式地の吾妻
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山付近は露出が悪いが，下位に凝灰角礫岩，含礫凝

灰岩が，その上位には凝灰質砂岩，凝灰質泥岩が重

なる．吾妻山東側斜面にはフジツボ化石に富むレン

ズ状石灰岩が礫岩に挟まれている（石黒，1974）．

丘陵西部の二宮町山西の密厳院付近では，風化し

た凝灰質砂岩と凝灰質泥岩との互層が，また，羽根

尾南東部では凝灰角礫岩，含礫凝灰質砂岩，および

凝灰質砂岩と凝灰質泥岩との互層が分布する．

鷹取山東側の沢では貝殻片を含む含礫凝灰質砂岩，

凝灰質砂岩と凝灰質泥岩との互層がみられる．これ

らの一部には級化層理が発達する．鷹取山西側の沢
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Schematic crosssectionin theOiso Hills．

では，下位層は火山円礫岩，含礫凝灰岩に富み，上

位は凝灰質砂岩，凝灰質泥岩，泥岩が順に重なる．

層位関係：本層は大磯丘陵南部地域における最下

位層で，その下限は不明である．鷹取山層が吾妻山，

鷹取山で本層を不整合に覆う．また，二宮町山西，

小田原市羽根尾では羽根尾層が不整合に覆う．

化石：鷹取山東側の沢の凝灰質泥岩から巻き貝の

破片，有孔虫，石灰質ナンノ化石がわずかに産出す

る．石黒（1974）は同地域からCJzね叩　研α怨g乃Sね

（MAKIYAMA）の産出を報告している．

B・剣沢層（TsurugizawaForTation）
命名：府川ほか（1974）．府川ほか（1974）の剣沢層

群をここでは単一の累層として扱う．大塚（1929）の

鷹取山層の一部，小島（1954）の国府津礫岩層の一部

に相当する．

模式地：小田原市曽我谷津の剣沢．

層厚：500m

分布：曽我谷津，剣沢および曽我山南西部．

岩相：固給の進んだ凝灰角礫岩，火山円礫岩，含

礫凝灰質砂岩，凝灰質砂岩，凝灰質泥岩からなる．

谷戸層と岩相が類似するが，凝灰質角礫岩，含礫凝

灰質砂岩に卓越し，凝灰質分はやや軽石に富み，石

灰質分がほとんどないことから谷戸層と区別される．

模式地では，下位から上位に火山円礫岩，凝灰角

二Aこ　　　こA；

凡　例

匡コ亜角礫岩

田孟漂芸完≡砂着

日芸芸芸諾芸

巨∃火砕岩積層

礫岩，黒褐色含礫凝灰質砂岩が重なる．特に，含礫

凝灰質砂岩は含礫凝灰岩，凝灰質泥岩を多く挟み，

また細一中粒の円礫，角礫およびシルトの岩塊を含

む．火山円礫岩中には，白色の軽石を多く含む層が

みられる．また本層は国府津一松田断層付近で，広

範囲にわたって破砕されている．地層の走向は断層

の西側では，ほぼ断層と平行で，傾斜は断層に近付

くにつれて急傾斜（400－900）になる．これに対して，

断層の東側では走向（N300Ⅶ500E），傾斜（700－－800S）

はほぼ一定している．

曽我山南西部，国府津駅北の沢には，円礫を含む

角礫凝灰岩が分布し，その上に含礫凝灰質砂岩が重

なる．

層位関係：谷戸層との層位関係は不明であるが，

岩相が類似していることから谷戸層と同時異相とし

ておく．上位の前川層，二宮層国府津礫岩部層，沼

代層不動山礫岩部層に不整合に覆われる．

化石：産出しない．

C．鷹取山層（TakatoriyamaFormation）

命名：大塚（1929）．

模式地：大磯町鷹取山南の沢．

層厚：500m＋

分布：大磯町鷹取山南部から二宮町妙見，同谷戸

に至る大磯丘陵南東部．
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Tablel　火砕岩鍵層記載表．

Listofthenamedkeybeds，theirlithostratigraphic

descriptionsandtypelocalitiesintheOiso Hills．

名　 称 岩　 相 層厚（cm） 模式地

N u－11

上位 ：円磨度の高い粗粒軽石凝灰

岩（≠～2伽m）やや散在型

中位 ：礫の薄層を挟むスコリア混

じり軽石凝灰岩

下位 ：真理の発達 した粗粒軽石凝

灰岩

6　0　0 明　 沢

スコリア，ラビリ混じり白色粗粒 8　0～

山　 西軽石凝灰岩 4　0　0

2　0 0～

虫　 窪

N i－5 、

N i－4＿

赤褐色スコリア混じりラビリ凝灰

岩 4　0　0

薬理の発達した白色細粒軽石凝灰 1 0　0

岩

∴枚組スコリア混じりラビリ凝灰 5～1 5

由　 縁巨岩（d～70） 4　0～
トド竺 竺 竺 竺 竺 二 5　0

l

幸 幸 ＿N i一一2
∴枚組悼千屈伏岩 3　0 ～

l

妙 見各々上方細粒化を示す

周囲に軽石散在

4　0

i l

0軒 N i】1

白色散在型粗粒軽石凝灰岩 5 ～ 妙　 見

（≠5八・10）〔り 1 5

車 尋 H a‾4 白色租税軽石凝灰岩 5 －1 5 釜　 野

幸 ⇒ H a－3

幸 手 H a‾2

上位 ：桃色細粒火山灰

釜　 野中位 ：細粒スコリア凝灰岩 5～1 0

下位 ：白色細粒軽石凝灰岩

1 5－ 川　 勾白色細粒軽石凝灰岩

3　0

崗 H a－1

オコシ状スコリア混じり粗粒～中 1 5～

羽根尾

粒軽石凝灰岩 2　0

ズコリア混じりラビリ凝灰岩 0～

貝破片 ・円礫混じり 2　0

岩相：細一中粒の亜角礫岩からなり，基質は非常

に淘汰の悪い凝灰質粗粒砂岩または泥岩である．礫

種は安山岩が多く，ほかに泥岩，閃緑岩，緑色凝灰

岩などからなる．

模式地では，下位に固結の進んだ基質の少ない礫

層と基質の多い礫層との互層が分布する．特に，最

下位の層準では角礫岩，泥岩の岩塊を多く含む．こ

195

れらの上位には基質の少ない無層理の亜角礫岩層が

重なる．固結度は下位の地層に比べて低い．

大磯町月京付近には，固結度の低い，層理が発達

した亜角礫岩が分布する．礫の粒径は鷹取山南部よ

り小さいが，層準によっては直径2mにもおよぶ巨

大角礫を含む．基質は凝灰質粗一細粒砂で，鷹取山

南部にくらべて淘汰がよい．角礫岩層には砂・泥の

薄層を多く挟む．

二宮町富士見台団地から谷戸にかけては，本層上

部のやや固結度の高い基質に富む亜角礫岩が分布す

る．基質は淘汰の悪い凝灰質粗粒砂一泥で，層理は

発達しない．

層位関係：谷戸層に不整合，一部断層で接し，羽

根尾層，二宮層に不整合に覆われる．

化石：産出しない．

D．前川層（MaekawaFormation）

命名：菊池ほか（1979）．大塚（1929），小島（1954）

の二宮層の下部，府川ほか（1975）の剣沢層群の一部

に相当する．

模式地：小田原市前川，北の沢．

層厚：60m＋

分布：小田原市前川から剣沢南東部，曽我谷津北

の沢にかけて，大磯丘陵南西部に南北に細長く分布

する．

岩相：淘汰のやや良い砂質泥岩からなり，礫岩，

砂岩，火山灰の薄層を挟む．

模式地付近では東西に伸びる背斜軸の両翼に砂質

泥岩が分布する．下位には白色軽石凝灰岩，中粒砂

質凝灰岩，およびスコリア質凝灰岩を10枚ほど挟む．

また，砂質礫岩のなかに円礫が散在する．

剣沢南東部，曽我谷津北の沢および小田原市田島

東の沢では，やや固結度の高い細粒砂質泥岩が分布

し，スコリア，軽石凝灰岩，および細粒凝灰岩を挟

む．前川付近との層序関係は不明である．

層位関係：剣沢層を不整合に覆い，二宮層国府津

礫岩部層，沼代層不動山礫岩部層に不整合に覆われ

る．

化石：模式地付近より貝化石［C7℃乃〟J〟わ解卸5ゐ

obわ聯（A．ADAMS）］，有孔虫化石lthkerina

Shiwoensis AsANO，Chsdulinoidbs paYkerkln〟S

（PARKER），Gぉ5ihlina subca7inata UcHIO，Ebeu－
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くわ勿0乃才（おsJ毎）0乃わ〟S UcHIO，乃紺拗α柁地　乃αr

aensisKUwANO］を産する．

E．羽根尾層（HaneoFormation）

命名：菊池ほか（1979）．大塚（1929），小島（19‾54）

の二宮層中部に相当する．

模式地：小田原市羽根尾，塔台川支流．

層厚：290m＋

分布：菊池ほか（1979）では模式地付近のみに分布

するとされているが，今回の調査で，小田原市羽根

尾から二宮町川匂，貝ケ窪にかけて東西に分布する

ことが明らかになった．

岩相：やや固結度の高い砂質泥岩からなり，二部，

砂岩泥岩互層が発達する．砂質泥岩には，軽石漉じ

りスコリア層およびスコリア層が多数挟在する．

模式地では本層最下位の層準である砂質泥岩と砂

岩泥岩互層とが分布する．本層は多数の軽石混じり

スコリア層およびスコリア層を挟む．これらの単層

の下部には円礫および貝殻片を含み，下位の砂質泥

岩を波状に削っている．またこれらの単層は上位に

向かって細粒化する級化層理を示すものがみられる．

中村川の川岸，二宮町川匂，釜野，貝ケ窪には本

層の上位の地層が分布する．スコリア層を多く挟む

砂質泥岩からなるが，最上位には1－2mの厚さのス

コリア質角礫凝灰岩が挟まる．

層位関係：小田原市羽根尾，二宮町川匂，密蔵院

付近で谷戸層を不整合に覆う．前川層との層位関係

は直接観察できないが，岩相が類似していること，

走向傾斜が調和的であること，有孔虫化石群集の組

成が似ていることから，本層が前川層に整合に重

なっていると考えられる．また，二宮層，国府津礫

岩部層に不整合に覆われる．

化石：有孔虫化石［Bolivina　頭ぬa CUsHMAN，

β〟liminast7iataD’ORBIGNY，Gぉsidulimn¢γuangi

THALMANN，Cassidulina subcarinata UcHIO，

Oroidinoides n44）Onicus（IsHIZAKI），1budqpa7d－

hl naYtWnSis KUWANO，1budo勿Onidbs jQonicus

UcHIO］と，貝化石［L，imqpststdimeSowERBY，

thnusbueohlta SowERBY，L（ゆhioturrisleucotn－

Z）is（ADAMS＆REEVE）］を産する．

F．二宮層（NinomiyaFormation）

命名：大塚（1929）．大塚（1929）の二宮層，小島

阜

（1954）の二宮層群と土沢層群国府津礫岩部層の一部，

小沢・大木（1972）の二宮累層，府川ほか（1975）の上

町層から七国峠層，菊池ほか（1977，1979）の曽我山

層から明沢層，森ほか（1980）の二宮層群から七国峠

層にそれぞれ相当する．

模式地：大磯町虫窪，南の沢．小島（1954）は模式

地として二宮町中里を指定したが，現在宅地化が進

んだため，露頭がコンクリートで覆われたり，削り

とられてなくなったので，大磯町虫窪を新しく指定

する．

層厚：350m＋

分布：小田原市曽我山から大磯町虫窪に至る大磯

丘陵中央部一帯．

岩相：固結度の低い礫岩・細粒砂岩・泥質砂岩・

砂質泥岩からなり，多くの火山灰の薄層を挟む．西

部の曽我山では礫岩が卓越する（国府津礫岩部層）の

に対し，中央部では砂質泥岩・泥質砂岩が，東部で

は上位に砂質泥岩が，中位に泥質砂岩が，また下位

に細粒砂岩（妙見砂岩部層）が分布する．

模式地では，本層の中位の層準である泥質砂岩（下

部）と砂質泥岩（上部）が分布する．泥質砂岩は下位に

泥がちの泥質砂岩をはさみ，上位は砂がちの泥質砂

岩となる．この泥質砂岩は多数の軽石凝灰岩，スコ

リア混じり軽石凝灰岩を挟む．この泥質砂岩の上位

には葉理の発達した軽石凝灰岩（Ni－4）が，さらに

上位5mには厚さ6－10mの赤褐色スコリア質ラビ

リタフ（Ni－5）が挟在する．砂質泥岩はNi－5凝灰

岩の上位に重なり，多くのスコリア層と軽石混じり

スコリアを挟み，岩相は下位から上位に向かって細

粒になる．

虫窪南の神奈中団地付近から二宮町妙見にかけて

は二宮層の下部層である細粒砂岩（妙見砂岩部層）が

分布する．

模式地でみられたテフラのうちNi－4および5

の鍵層は虫窪の東から丘陵中央の打越の沢まで追跡

できる．これらの鍵層に挟まれる層準の岩相は，東

部で中粒砂岩，中部で細粒砂岩，西部で泥質砂岩か

ら砂質泥岩となる．この二枚の鍵層に挟まれる岩相

の水平変化に代表されるように，二宮層分布の東部

地域の岩相は西に向かって細粒化する．他方，二宮

層分布の中央部より西では岩相は西に向かって粗粒
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になり，曽我山では礫岩となる．ここで，二宮層の

水平方向の岩相は分布のほぼ中央部の打越付近に南

北方向の軸をもつ幅約50m，深さ約30mのチャンネ

ル状構造を境として大きく異なる．

大磯丘陵西部における本層の最下位の礫岩層（国

府津礫岩部層）は小田原市上町付近で礫岩・砂岩・砂

質泥岩の互層を経て急激に砂質泥岩に変化する．こ

のことは，Ni－6火山灰層を追跡することによって

確認できる．

上町に広く分布する砂質泥岩層は部分的に泥質砂

岩になることもあるが，全体的には上位に向かって

細粒化する傾向がみられる．また，本層には礫岩・

凝灰岩・スコリア凝灰岩・軽石混じりのスコリア凝

灰岩が多く挟まれる．挟在する礫岩の基質は凝灰質

砂～泥で，礫は円磨されている．この礫岩層は上町

付近で厚く，また多く挟まれるが，上位の層準に薄

層化し，また東で薄く，その挟在は減少する傾向が

ある．

山西南付近での羽根尾層と二宮層は，両者の岩相

が非常によく類似する．しかし羽根尾層には，炭質

物をほとんど含まず，二宮層には細かな炭質物が多

く含まれるので両層を区別することができる．

層位関係：剣沢層・鷹取山層・前川層・羽根尾層

を明瞭な不整合で覆う．

産出化石：

Loc．1：二宮町妙見，二宮診療所前（shelly c．

Sd．）

有孔虫化石［E砂hidium cc頑um（LINNE），

Cibicidbslobatulus（WALKER＆JACOB），Am－

monid cf．i娩ia（SEGUENZA），月77m7Vhllhl

n妙onica（AsANO），Rosalina b頑i（CUsHT
MAN）］

Loc．2：二宮町妙見，二宮診療所裏（f．sd．）

有孔虫化石［Cibicideslobatulus（WALKER＆

JACOB），Rectobolivina　れ砂hana（PARKER　＆

JONES），E砂hidium cri㊥um（LINNE），Rosa－

linavihl77わboanaD’ORBIGNY］，貝化石［Gみ′Cy－

merik uestiia（DUNKER），AzoYianus minutus

（DUNKER），nue7ita（GlossauhLr）reinhlta

（DUNKER），GYtmulihsus n如onicus（SMITH），

SbccelhlSemaiensis SUzUKI＆IsIZUKA］
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Loc．3：大磯町虫窪南の沢（muddysd．）

有孔虫化石［Rectoboliuina7吻hana（PARKER

＆JONES），Lenticulinacalct2r（LINNE），助n－

Zα紺α由乃如0乃fcαAsANO，Ab乃わ乃木砂0形か〝椚

AsANO］，貝化石［Limqt＞SiscnnataA．ADAMS，

Gb′q′merisYDtunくね（DUNKER），NbmocaYdhLm

（励enaea）sa〝∽7ungae（MAKIYAMA），Acihl

diuarかata（HINDS），Cり少tonaticahnthostomo－

idbs（KURODA　＆　HABE），7bnna chinensis

mLqn狩a（SowERBY），Sd）honalia　申adicea

（REEVE），Ftssidentalium（Pictodentalium）

uema7dei（SowERBY），Sdccelld sematensts

SUzUKI＆IsIZUKA，1％hidschnelliana（DUN－

KER），SblenluonicusDUNKER，1％cten（Nbto－

uohl）albかans albわans（ScHROTER），1bcten

（Mizuhqpecten）to砂oensis ToKUNAGA，Cmss一

呼でαSp・］

Loc．4，5，6：二宮町中里（muddysand）

有孔虫化石［〟かめ抑砿沼わα朋憫招ぬ（D，OR－

BIGNY），BoliuinitaquadrihlieYa（ScHWAGER），

β〝／J川情J川′〃打／〃〟／′J／JYノ〟J研．．Vr、C′拙諭血／／J…

SubcarinaiaUcHIO，CbssidiElinacf．subglobosa

BRADY，Cbsidulinoides paYkerianus（BRA・

DY），Hoeglundina elegans（D，ORBIGNY），As－

／J川Jり〃ん川／MJか／／′・JJ／〟／／川Jトし、川fI‥ヽ一日J／んりJlイー

Ib2aSC卸ha（FICHTEL＆MoLL）］

Loc．7：大磯町虫窪，Ni－5火山灰の20m上位

（muddysd．）

有孔虫化石［Gび寝〝／g乃αS〟∂Cα血αJαUcHIO，

GびSididina cf．subglobosa BRADY，Rectoboli－

uina′卸hana（PARKER＆JoNES），Ast7tmOT

乃わ乃〟椚∂才／わαJ〟J〟桝UcHIO］

Loc・8：小田原市曽我山（sandysilt）

有孔虫化石［Aeudqt）a柁Ihl na7mnSis KUwA－

NO，Cibicideslobatulus（WALKER＆JACOB），

fbmrOhllkl n軸onica（AsANO），E砂hidhim

C頑um（LINNE），Rosalina bradyi（CUsH－
MAN），Rosalina uilardbboanaD，ORBIGNY］

Loc．9：二宮町中里（muddysd．）

貝化石［G如ymeris7Vtundd（DUNKER），thnus

hveohlia SowERBY，Chhln砂S jousseaumei
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BAVAY，S砂honalhl　砂adかea（REEVE），ner－

QPuゆum sti〝ゆSOni（A．ADAMS），Abmoca7d－

ium（Keenaea）samaYtl乃gαe（MAKIYAMA）］

1．妙見砂岩部層（Myoken Sandstone　二Mem－

kr）

命名：小島（1954）により二宮層群妙見砂岩層と命

名された．ここでは部層として扱う．磯ほか（1976）

の妙見層に相当する．

模式地：二宮町妙見．

層厚：50m±

分布：二宮町妙見を中心に貝ケ窪，富士見台団地，

神奈中団地付近．

岩相：主に，淘汰の良い中～細粒砂岩からなる．

模式地では，下部は細粒砂岩からなり，上位に向

かって次第に泥質砂岩となる．二宮診療所付近でみ

られる本部層最下位の不整合面上には，岩礁地生の

貝・フジツボ・苔虫などからなる厚さ2mのコキナ状

貝化石層が発達する．その上位8mには粒度の粗い

白色軽石（Ni－1；白色パミス）が散在する．

本部層分布域の西部，貝ケ窪では，細粒砂岩層は

不整合面の直上にのみ分布し，Nト1火山灰層の層準

では泥がちとなる．このNi－1火山灰層は富士見台の

北西まで追跡できる．この火山灰の層準は細粒砂岩

に変わり，その東では，淘汰の良い細～中粒砂岩に

なっている．さらに東の虫窪東では，Ni－5火山灰層

の層準まで糸田～中粒砂岩が続く．本部層はこのよう

に東へ向かうほど粗粒化している．

2．国府津礫岩部層（Kouzu Conglomerate

Member）

命名：小島（1954）により国府津礫岩層と命名され，

小沢・大木（1972）により二宮累層国府津礫岩部層と

再定義された．

模式地：小田原市国府津背後の山麓．

層厚：350m±

分布：曽我山南部．

岩相：泥岩・砂岩を挟む円磨度の高い礫岩からな

る．礫種は主として安山岩からなり，他に貢岩・閃

緑岩・緑色凝灰岩がふくまれる．基質はやや淘汰の

良い凝灰質粗～細粒砂と泥から構成される．

模式地では，最下位にシルトの偽礫を含む礫岩と

砂質泥岩の互層が見られる．その上位には礫岩層中

享

に砂岩・砂質泥岩の薄層及び砂岩・泥岩の細互層を

挟在する．またこの礫岩層には幅約20m，深さ約5m

のチャンネルが数多く存在し，下位のチャンネルを

上位のチャンネルが侵食している状況がよく観察さ

れる．これらのチャンネルをうめる礫岩はそれぞれ

上位に向かって細粒化している．

本部層の上位の層準は，上町南付近に分布し，礫

岩中には砂岩，－泥岩，砂質泥岩の互層「また細かい

葉理の発達した泥岩を挟む．本部層分布域の東部で

は西から東へ向かって礫岩層に挟まれる砂岩・泥岩

の単層は厚くなり，炭質物が多く含まれるようにな

る．この礫岩層の基質は，下部の層準に比較して凝

灰質に乏しい粗粒砂～泥からなる．礫のインプリ

ケーションは，SWからNEを示している．

礫岩層全体の傾斜は西南部で400NE，東北部で

100NEを示す．また岩相は東北部に向かって二宮層

主部の砂質泥岩層に移り変わる．東北部におけるこ

れらの傾斜および岩相の変化は二宮層主部と調和的

である．また西南部における急な地層の傾斜は堆積

時の傾斜をそのまま反映していると考えられる．

3．沼代層（Numashiro Formation）

命名：府川ほか（1974）．菊池ほか（1976）は本層に

挟まれる火山灰が大磯丘陵北東部の土屋ローム層に

対比されるものと考え，土屋層に含めた．しかし，

この火山灰層の対比は各研究者間で大幅に食い違っ

ており，問題が残るので，ここでは独立した地層名

を採用し，その内容を再定義した．大塚（1929）の二

宮層，小島（1954）の中里砂泥互層，小沢・大木（1972）

の二宮泥岩層に含まれる．大磯丘陵西部では，菊池

ほか（1977）の土屋層とほぼ一致する．打越付近では，

森ほか（1980）の葛川層群・七国峠層にあたる．

模式地：小田原市明沢．府川ほか（1974）は，沼代

西・高山の東麓に広がる平坦面を模式地としたが，

現在は露頭がなく模式地として不適当であるので明

沢の沢に変更する．

層厚：260m一

分布：曽我山北部・明沢・沼代・山西北・小竹・

打越．

岩相：主として礫岩・泥質砂岩からなる．模式地

では，下位に礫岩層（不動山礫岩部層），上位に約7m

の礫岩と泥質砂岩の互層が，さらに上位に泥質砂岩
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が重なる．上部の泥質砂岩の下部は無層理で，わず

かに凝灰質砂岩の薄層と軽石凝灰岩・スコリア混じ

り軽石凝灰岩の薄層を挟む．また下位約30mの層準

には，薬理の発達した砂泥互層を挟み，さらに上位

6mにわたって，直径2～20mmの円磨された軽石凝

灰岩（Nu－1）を数枚挟む．Nu－1の層準では，礫岩

の薄層をレンズ状に挟み，連続しない．また，この

層準には，多くの貝化石を産出する．

Nu－1火山」灰層は，明沢から沼代，小竹，打越ま

で追跡できる．この火山灰層を基準として本層の水

平的岩相変化を見ると，東部の小竹付近では，西部

の明沢より泥質な砂岩となり，さらに東部の打越付

近では，砂質泥岩に変わる．

礫岩層から泥質砂岩層に岩相変化する明沢付近で

はゆるい盆状構造が見られ，その東部の小竹・百合

ケ丘団地にかけては，ほぼEW，100Nの走向・傾斜

を示し，さらに東部の打越では，南北に伸びるチャ

ンネル構造が発達し，走向傾斜が一定しない．

層位関係：剣沢層・前川層・二宮層を不整合に覆

う．

産出化石：

Loc．1：小田原市沼代（muddysd．）

有孔虫化石［Boliuina cf．7Vbusta BRADY，

Rosalina uihlYdbboana D’ORBIGNY，Fb17Sen－

koina cf．con砂lanata（EGGER），E砂hidhim

aduenum（CUsHMAN），Neoconorbina stachi

（AsANO），Rectoboliuina7Whana（PARKER＆

JONES），Pseudorotalia gaimardii（D’

ORBIGNY）］，貝化石［C734）tQPectenuesicuk）SuS

（DUNKER），Anomia chinensii PHILLIPPI，

A7m uentわosa LAMARCK，RuditQes Phil＊－

PinanLm（ADAMS＆REEVE）］

Loc．2：小田原市打越（muddysd．）

有孔虫化石［Loc．1と同じ種類を産出する．］

Loc．3：二宮町一色，葛川沿岸（muddysd．）

有孔虫化石［Loc．1と同じ種類を産出する．］

Loc．4：二宮町一色，葛川沿岸，（Loc．3より

100m上流，muddysd．）

有孔虫化石［Loc．1と同じ種類を産出する．］，

貝化石［Gかcymerゐntundd（DUNKER），Hin，

dusia mLqnifica（LISCHEKE），ゑ紘蕗squわわr－
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ensis（A．ADAMS），GhluCOnOnm Chinensis

（GRAY）］

Loc．5：二宮町打越東（muddysd．）

貝化石［Sd）honalid頭adかea（REEVE），Strh17m

（t々Yila7m）inte79licaia（KING＆　GRABAU），

Cbntharidush4）Onicusカ砂Onicus（A．ADAMS），

乃仰ne j7ava（BRUGUIERE），1％cten（Mizuh0－

Pecten）tokyoensis ToKUNAGA，Limqt）Sis cYe－

nataA．ADAMSJ

Loc．6：二宮町打越北，富士見ゴルフ場脇

（muddysd．）

貝化石［2kuxis squinh7mSis（A．ADAMS），

GbJCymertS7Vtundd（DUNKER），C77mulilim坤－

sis obk）柳（A．ADAMS），ScQha7m SatOu）i

DUNKER］

1．不動山礫岩部層（Fudousan Conglomerate

Member）

命名：新称．大塚（1927）の二宮層，小沢・大木

（1972）の国府津礫岩部層，菊池ほか（1977）の曽我山

層に含まれる．

模式地：中井町不動山東の採石場．

層厚：260m一

分布：不動山東の山麓・剣沢の南部及び北部．

岩相：末固給の礫岩で，基質は淘汰の良い粗～細

粒砂からなる．礫種は主に安山岩からなり，頁岩・

閃緑岩・緑色凝灰岩を含む．また上位層準中には，

異色～赤褐色の軽石が含まれる．

模式地では，細～中粒の円磨度の良い礫岩層が分

布する．基質は淘汰の良い粗～細粒砂で，泥質分は

少ない．礫岩層中には凝灰質の粗～細粒砂岩層や泥

岩層を一部に挟在する．この泥岩層の一部には層理

面にフルート・キャスト（NW～SE）が見られる．ま

た，チャンネル構造も良く発達し，その長軸はほぼ

NW～SEである．また傾斜層理，上方細粒化した礫

層が良く見られる．

本部層は東で礫層から泥質砂岩に急激に変化する．

地層の傾斜は礫層中で450，泥質砂岩層で100を示す．

礫岩層の示す急傾斜は，国府津礫岩部層と同様，礫

質デルタ堆積体の前置層の原傾斜を反映したものと

考えられる．
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lV．地　質　年　代

石灰質ナンノ化石は，谷戸層，前川層，羽根尾層，

二宮層，沼代層から産出する（Fig．5）．この石灰質ナ

ンノ化石により地質年代を決定した（化石の同定は

山形大学岡田尚武助教授による）．

谷戸層はナンノ化石帯のCN9（後期中新世）に相

当する．前川層・羽根尾層はCN14a（中期更新世）に

相当する．二宮層の妙見砂岩部層下位はCN14aに，

中上位はCN14bに相当する．沼代層はCN15（0．

27Ma以降）を示す．

これらのデータをもとに他地域との対比を行なっ

た（Fig．6）．
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Stratigraphic relationamong Oiso Hills，Ashigara

area，Yokohama and Boso Peninsula．

谷戸層はCN9であることから，丹沢山地の寺家

泥岩（太田，1982MS）に対比される．鷹取山層は小島

（1954）によって足柄層群の礫岩層と対比されていた

が，石川（1983MS）により同層群は更新世であるこ

とが明らかにされたので，本層を足柄層群と対比す

ることはできない．岩相および層位関係からみて，

丹沢山地東部の寺家泥岩を不整合に覆う落合礫岩に

対比するのが妥当であろう．

前川層・羽根尾層は足柄層群の塩沢層に対比され

る．また，羽根尾層からは寒流系の底生有孔虫化石

群集を産出する．この群集は房総半島長南層Ch－3

層準から報告されているので（AoKI，1968），本層を

長南層に対比するのは妥当であろう．前川層につい

ては年代決定の直接的な証拠に欠けるが，長南層よ

り下位の柿ノ木台層・国本層に対比されるものと思

われる．

二宮層はナンノ化石から，房総半島の地蔵堂層・

薮層に対比される．また，上杉（1976）は，横浜地域

の長沼層に挟在する火山灰層（田谷スコ）が二宮層に

も分布することから，本層を長沼層と対比した．
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Ⅴ．堆　積　環　境

（前川層より上位の地層の堆積深度）

前川層より上位の地層からは底生有孔虫化石が多

産する．古水深の推定は，黒潮流域下の現世底生有

孔虫群集の生息深度の研究（北里，1985）によってお

こなった（Figs．7，8）．

前川・羽根尾両層は大陸斜面上部（200～600m）に

堆積したと推定される．

二宮層は東部，中央部，西部で堆積深度が異なる．

東部では岩礁地生種を多数含む大陸棚上部（50

～100m）の群集が産出する．中央部の中里付近では

大陸斜面最上部（200m）の群集が産する．西部では礫

岩層が卓越するが，礫岩に挟まれたシルト岩から大
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Fig．7　底生有孔虫化石群集から推定される大磯丘陵南

部の地層の古水深．

Paleobathymetric changeduringthedeposition of

the strata of theOiso Hillsinferred from the ben－

thicforaminiferalfossilassemblages．
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陸棚上部の群集を産出する．この群集はfなg〟拗αr

elhlnaYtumSisKUwANOが優占し，似たものが有度

丘陵，根古屋層のプロデルタ堆積物からも産する（近

藤，1985）．

沼代層からは大陸棚上部（30～100m）の群集を産

出する．群集組成は本層分布域を通じて変わらない．

（大規模な傾斜層理を示す礫岩層の堆積環境）

本調査地域では大規模な傾斜層理を示す礫岩層

（不動山礫岩部層，国府津礫岩部層）が2層準に認め

られる．これらは，当時の古地理から判断して海岸

線付近に堆積した地層で，層理は海側に急傾斜して

いる．また，これらの礫岩層は先端部で多量の植物

片を含む細粒層に移り変わる．このような地層の特

徴は，静岡県有度丘陵で認められたデルタ層（近藤，

1985）とよく類似し，海側に急傾斜した大規模な傾斜

層理を示す礫岩層はデルタの前置層，その沖に分布

する植物片に富む細粒層はプロデルタの堆積物と考

えられる．これらの礫質デルタ層の存在は，大量の

礫が後背地から供給されてできたものであり，後背

地の著しい隆起を示唆する．

ⅤⅠ．海底地形の復元

各層の層序・微化石のデータから大磯丘陵南部の

地史を前川層・羽根尾層堆積時，二宮層堆積時，沼

代層堆積時の3つの時階について復元した．

1）．前川層・羽根尾層堆積時

雨層堆積時の古水深は200～600mである．二つの

累層は分布の東側で谷戸層を不整合に覆っている．

古水深から考えるとこの不整合は海底下で形成され

たものと考えられ，海底に露出している呑声層を前

川・羽根尾両層が埋積したと解釈できる．この時期，

北西に隣接する足柄地域は浅い内湾となり塩沢層を

構成する礫質デルタが堆積していた（石川1983MS）．

この湾は南東もしくは東にひらいており，その南方

の延長上にある本地域は大陸斜面上部（水深200

～600m）の水深であった．底質は砂質泥で，時折貝殻

片・円礫を含むスコリア凝灰岩が浅いほうから流れ

込んでいた．羽根尾層堆積時には，寒流系底生有孔

虫化石が産出することから寒流の影響下にあったと

おもわれる．
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Fig・8　前川・羽根尾・二宮・沼代層にみられる底生有孔虫化石群集の地理的変化．

GeographicchangesofthebenthicforaminiferalfossilassemblagesintheMaekawa，Haneo，Ninomiya，
and Numashiro Formations．

2）．二宮層堆積時（Fig．9）

二宮層堆積時の古地形は前川・羽根尾層のそれと

はまったく異なっている．谷戸・鷹取山・前川・羽

根尾の各層を不整合に覆い，二宮層構成層がその不

整合でできた地形を埋めながら堆積している．打越

付近では水深200～300mの南北に延びるチャンネ

ルが形成され，東西を分断している．本地域西部で

は曽我山付近に礫が供給され，北東方向に拡がるデ

ルタが形成された．プロデルタには炭質物を多く含

む砂質泥が堆積していた．デルタの斜面は水深20

～200mの間に拡がっていたと思われる．東部では

鷹取山付近に鷹取山層が露出している潮間帯の岩礁

地帯があった．その沖の海底には中～細粒砂がひろ

がり，深度が増すにつれて砂質泥に漸移していた．

このように，二宮層堆積時には東と西で堆積の様子

が異なっていた．

3）．沼代層堆積時（Fig．10）

沼代層堆積時の古地形は下位の二宮層堆積時のそ

れとあまり変わらなかったと思われる．沼代層堆積

時には不動山付近から鷹取山付近にかけて水深0

～100mの浅い海が広がっていた．鷹取山付近，大陸

丘陵南部及び曽我山の一部。陸化していたと思われ

る．不動山付近では北西から河川が流れ込みデルタ

を形成し，その先に底質が泥質砂の浅い海が広がり，

二宮層堆積時には存在した打越付近のチャンネルは

ほぼ埋められていた．

ま　と　め

大磯丘陵に分布する海成層に挟在する火山灰層を

追跡し，従来混乱していた層序を確立した．また，

微化石を用いて地質年代を決定し，底生有孔虫化

石・貝化石から堆積環境を推定した．

1）大磯丘陵南部の層序は，下位より剣沢層・谷戸

層（含礫凝灰質砂岩・凝灰質泥岩・凝灰角礫考），そ

の上位に鷹取山層（亜角礫岩），さらにその上位に前

川層・羽根尾層（砂質泥岩），二宮層（礫岩・砂岩・泥

質砂岩・砂質泥岩），沼代層（礫岩・泥質砂岩）に区分

される・さらに，二宮層に国府津礫岩部層・妙見砂

岩部層を，沼代層に不動山礫岩部層をそれぞれ設け
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凡例

Eヨ　地表部分　　　　匡ヨ　底質　一一一　秒

E三冠　デルタ堆積体　　⊂コ　底質　一一一　泥質砂

巳∃　岩礁地帯　　　　⊂コ　底質一一一　秒質泥

∈ヨ　底質一一一　泥

Fig．9　二宮層堆積当時の堆積環境復元図．

Bird，S－eyeViewof’‾the reconstructed depositionalenvironment during the deposition of the Ninomiya

Formation．

［三ヨ　地表部分　　　　巳ヨ　底質　一一‾　砂

田デルタ堆嶺仕　　［：コ　底質　‥一　泥質砂

にヨ岩礁地帯　　　［：コ　底質　‥一　秒質泥

∈≡∃　底質　一㌧一　泥

Fig．10　沼代層堆積当時の堆積環境復元図．

Bird’S－eyeViewof the reconstructed depositionalenvironment duringthe deposition ofthe Numashiro

Formation．
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た．

2）従来の見解と大きく相異なる点は，（1）前川層・

羽根尾層を従来の二宮層より下位の地層にし，（2）不

動山礫岩部層を従来の二宮層，国府津礫岩部層から

分離し，沼代層の部層としたことである．

3）石灰質ナンノ化石より，谷戸層は後期中新世，

前川層・羽根尾層・二宮層は中期更新世，沼代層は

後期更新世と地質年代が決定された．

4）前川層・羽根尾層・二宮層・沼代層より産出す

る底生有孔虫化石群集の解析から，前川層・羽根尾

層は大陸斜面上部，二宮層は潮間帯から大陸棚下部

まで，沼代層は大陸棚上部に堆積したことを推定し

た．また，羽根尾層には寒流系の底生有孔虫群集が

みられる．

5）国府津礫岩部層・不動山礫岩部層は，西から東

に向かって拡がる礫質デルタ堆積体であると考えら

れる．

6）以上の結果に基づき，本地域の堆積環境を3時

階に分けて推定し，復元した．
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調査の便宜を図っていただいた．原稿は池谷仙之助

教授，北里洋博士に読んでいただいた．以上の方々

に心より御礼申し上げる．
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